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Ｉ研究の目的

現在の養魚餌料の主蛋白源は，北洋魚粉に依存しているが，急激な需要の伸びに対して,そ

の供給は非常に不安定で多くを期待出来たい情勢にある。これに代る新蛋白源の開発，研究等

が急がれているが，近年石油酵母が開発され，新蛋白源として蛋白水準も高く，また大量に供

給され得る情勢にある。東京都では供試魚として鯉を選び，今年度は「止水池における新仔養

成に対する石油酵母の利用度」を課題として取り上げ，完全配合餌料としての基礎資料を得る

ため，石油酵母の配合割合，成長．餌料効果等について究明を行なった。

Ⅱ研究の方法および結果

§新仔養成（網いけす養成）

１．試験場所東京都葛飾区水元小合町３３７４

束京都水産試験場水元分場

２．試験期間昭和４４年７月４日～９月２８日

３．試験池の条件

▲池の条件

ａ・網いけすの規綜

Ｐ

止水式０．７ｍ１．８ｍ

網地，ナイロン蛙又２１０，シ６本２４節角目

b，網いけすを設置した池の規模
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c、水温および水質調査

調査項目および調査方法

１）水温℃毎日１４時

２）ＰＨ〃

３）溶存酸素量ｐｐｍ 〃

４）０．０．，ｐｐｍ毎週木曜日１４時

５）ｱﾝﾓﾆｱ態窒素ｐｐｍ〃

６）沃素消費量ｐｐｍ〃

比色（管）法

ウインクラー法

富山変法

ネスラー比色法

下水試験法

表２水温の週；撮高，最低および平均Ｐ

表３ＰＨＤ.Ｏの週月撮高．最低．平均|直および０．０．Ｄアンモニア態Ｎ
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4．供試魚

種苗の産地：東京都水産試験場水元分場０年魚（鯉）

試験開始前１ケ月の餌料：鱒用完全配合餌料（粉末）

餌料の成分：粗蛋白質４１．５～４２．５冊粗脂肪４．０～5.0％粗繊維２．０～

２．７妬粗灰分9.0～１０．２妬ビタミンＡ，ＢｌＢ２Ｂ６Ｄ３，

ナイアシン，パントテン酸，０，Ｋ３，，葉酸，コリン，イノン

トール，ピオナン，パフアミノ安,息香酸，カルシウム，リン，ナト

トリウム，鉄，マグネシューム，マンガン，銅，コバルト

5．餌料配合割合筋（表４）

ぐ

３１．５ ２９．３ ２７．０ ２４．０ ２３０３３．７

6．試験餌料の分析値（表５）妬

､

(分析…･･…・日清製粉K・Ｋ中央研究所）
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協和嬢酵製
石抽酵母

１５．０ ３０．０ ４５．０ ６０．０ ７５．０
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フイードオイル分析表ペレットの硬度

（３．５jizmmペレント）

Ｐ

理研ビタミンＫ、Ｌ東京工場日清製粉Ｋ､Ｋ・中央研究所

7．給餌方法

表４のような配合により，クフンブルで餌付けをし，大きくなるに従い，ペレントに切り

かえて行なった。給餌は９時３０分項より昼頃までの間に投げ餌で与えた。

助宗残油は所定量を前日の夕刻に，添加して置いた。

給餌員は全期間を通じ魚体重の２％になるように与えた。

8．摂餌状況（表６）
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２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９ ○ ○ ○ ○ △ △

４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １０ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ ○ ○ ○ ○ と△ △ １１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○



9．試験結果（表７）

へ

､
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１ ２ ３ ４ ５ ６

Ａ）（尾）
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２００
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２００
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２００
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２００
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２００
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Ｂ）（ヲ）

総体量
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２８日目
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９００
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９００
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９００
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lａ９４５

9００

5，９１２

１３，４２６

２３，１５８

Ｏ）（'）

１尾平均体重
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２
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８
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１１５．８

Ｄ）（尾）

蕊死尾数

１～２８日間

２９～５６日間

５７～８４日間

全期間
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２
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６
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１
１
０
２

７
１
０
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４
０
１
５

１
１

０
３
１
４

１
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Ｂ）（’）

蝿死重量

１～２８日間

２９～５６日間

５７～８４日間

全期間
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１５１

0
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２２２
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０
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０
０
０
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０
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３
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Ｇ）（牙）

推定不明重量
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２９～５６日間

５７～８４日間

全期間

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

０

０

２９０

２９０

０
０
５
５

７
７

０

０

２８１

２８１

Ｈ）（筋）

尾数歩留

１～２８日間

２９～５６日間

５７～８４日間

全期間
５
０
０
５

●
●

●

９
９
０
８

９
９
１
９

０
０
０
０

●
●

●

７
９
０
６

９
９
１
９

５
５
０
０

●
●

●

９
９
０
９

９
９
１
９

５
５
９
０

●
●

●
●

６
９
７
４

９
９
９
９

０
０
９
０

●
●
●

３
０
８
２

９
１
９
９

０
４
９
５

●
●

●
●

５
８
７
１

９
９
９
９

Ｉ）（『）

増重量

１～２８日間

２９～５６日間

５７～８４日間

全期間

4戸７５２

6，８９２

１０，２３９

２１，８８３

4，０１０

5，１２７

７，４９２

1６，６２９

３
３
２
８

４
０
５
９

７
４
８
９

３
４
列
ａ
１

3，９９０

5，５８３

７，６３７

１７，２１０

3，８６４

5β１２

9，５６９

１９，０４５

5，０１２

7，５１４

9，７３２

２２，２５８

Ｊ）（テ）

原料給餌量

１～２８日間

２９～５６日間

５７～８４日間

全期間

５
５
８
８

７
１
０
９

５
８
”
０
”
β

３
８
１

１

５
７
８
０

７
７
９
５

５
９
３
９

９
９
９

２
６
９

５
３
５
３

７
２
７
７

５
７
７
０

９
７
９

２
５
９

５７５

2，８７０

6，６７８

１０，１２３

５７５

2，７９９

６，６２２

9，９９６

５７５

3，４６９

8，５６８

１２，６１２

Ｋ）Ｍ）

餌料効率

１～２８日間

２９～５６日間

５７～８４日間

全期間

８
９
９
９

●
●

●
●

６
７
７
３

２
０
２
８

８
２
１
１

８
２
１
１

●
●

●
●

７
２
７
７

９
７
１
６

６
１
１
１

３
７
０
３

●
●

●
●

１
１
６
６

５
６
３
７

６
１
１
１

３
５
４
０

●
●

●
●

４
４
４
０

９
９
４
７

６
１
１
１

４
５
５
５

●
●

●
●

２
０
４
０

７
０
４
９

６
２
１
１

８７２．１

２１６．６

１１３．６

１７６．５

Ｌ）（妬）

成長率

１～２８日間

２９～５６日間

５７～８４日間

全期間

７
８
８
３

５
８
０
５

●
●

●
●

６
２
２
１

１

6．１６

２．５９

1．８４

１０．５９

5．８７

2．４１

2．１９

１０．４６

６
４
１
１

１
７
８
７

●
●

●
●

６
２
１
０

１

３
５
９
７

２
７
８
８

●
●

●
●

６
２
１
０

１

6．９０

２．９８

1．７２

１１．５９

Ｍ）（妬）

蛋白効率

１～２８日間

29～５６日間

５７～８４日間

全期間

1β７９．０

４１４．４

２５４．８

３６８．８

０
９
５
４

●
●

●
●

７
１
６
１

５
９
６
８

６
３
２
３

９

１

１，５３９J０

３５１．７

２９５．７

３８５．４

1，６３２５

４２３．３

２４８．８

３７１．４

１，５９９．４

４３６．１

３１４４

４２１．８

2,098.8

４７２．０

２４７．４

３８６２



１ｏ・－般分析（魚体分析）

分析者：北村佐三郎（オリエンタル酵母工業ＫＫ）

Ａ・分析方法

－２０℃のアイスストンカーに保存したものをバートチヨツパーで磨砕，充分［混合し

た後，ドライアイスを加えつつさらに２回ミートチヨツパーを通し，完全に磨砕混合する。

このものの－部をビーカーにとり，凍結乾燥機で乾燥し，その減量を水分とする。凍結乾

燥したサンプルは，デシケータ中に保存し絶乾物として扱う。蛋白，脂肪，灰分，分析は

常法通りである。

Ｂ・分析結果（表８）

ａ

、

(注）（）内は乾物中の妬

－８

￣

試験区 尾数 総重量 平均体重 水分 蛋白 脂肪 灰分

試
験
開
始
時

１
２
３
４
５
６

尾

３０

『

１３３

『

4.4

筋

8２８８

妬

13.34

(77.94）

妬

0.65

(3.81）

妬

２．６４

(15.44）

試
験
終
了
時

１
２
３
４
５
６

５
５
５
５
５
５

０
０
０
０
０
０

６
６
８
９
１
９

５
４
４
４
６
５

２
２
６
８
２
８

３
９
９
９
２
１

１
１
１

３
１
２
１
９
７

０
７
１
９
４
１

●
●

●
●

●
●

８
８
８
７
８
８

７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１

５
９
０
５
８
８
１
７
０
６
３
０

７
６
０
１
８
５
８
５
５
０
６
６

ａ
Ｌ
６
５
５
２
ａ
Ｌ
５
２
ａ
Ｌ

１
７
１
７
１
７
１
７
１
７
１
７

１
！
１
１
ｌ
く

１
１
１
１
１
１

３
１
６
５
２
６
５
０
５
６
７
３

４
６
４
５
４
０
８
９
２
４
６
２

３
５
２
Ｌ
２
Ｌ
２
２
２
０
２
２

１
１
１
１
１
１

く
１
ｌ
Ｉ
１
１

１
１

１
１

１
１

９
８
７
４
６
３
２
２
３
２
１
０

３
８
６
５
９
５
１
１
２
０
２
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
０
２
２
２
３
３
４
３
５
３
４

１
１
１
１
１
１

Ｉ
く
１
Ｉ
！
く



11．肥満度

試験区，１，２，３

（図４）

４，５，６区の肥満度の度数分布をヒストグラムで示した。

尾
加
５
０

５
０

１
１

族ｌＵｆｌ妬

Ｐ

２０

１５

１０

５
０

５
０
５
０
５
０
０
５
０
５
０
５

２
２
１

１
３
２
２

１
１

▲

0
４０２０ Ｄ４Ｌ４０４０２０

ｎ

Ｊ

度満肥

９

'1｣11]dlwlnlⅡ

２０ ３０ ４０２０ ３０ ４０２０３０４０２０３０４０２０３０４０２０３０

－

４０

●
』
ご
』

■

４４．

■

8．１．第１

■■

回中間調査

■ ■ ■

。
』
』
←
■

４４． 8．３０．第２

ロ

口中間調査

Ｉ

』
■
⑪
⑭
Ｐ

一

４４． ９．２８．試験 終了時

■



健康度の所見

各区とも外見的に異状は認められなかった。

考察

どの区が一番良かったか

順位（表９）

1２．

1３．

＜

１４．まとめ

１）成長率は石油酵母７５冊区が最もよく，次いで６０筋，４５％，１５筋，３０％区の順

であった。なお，対照区は石油酵母７５拓区に順じた成績であった。

２）へい死は何ＩＬも鼻よげによるもので，石油酵母の含量が多くなるに従って鼻よけによる

死亡率は高い傾向にあった。なお，今回は曝気筒を使用することによりこの問題は解決出

来た。

３）摂餌状況は各区とも比較的良好で石油酵母が入ることにより嫌忌の状態は認められなか

った。

４）石油酵母高配合にたるに従い，餌料が固くたる傾向があり，添加する油が浸透しにくい

傾向であった。

５）今回の試験結果からみると，稚魚（新仔）の養成餌科として，実用化出来るものと思わ

●

､

れる。
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１ ８
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１ ４
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